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BH-No

土質区分(m)

+5.0

打設角度

(仰角°)

展開角度

4

3

2

1

449.30

(FH)

打設位置

35.0

削孔長(m)

(mm)

削孔径

90

2.0

(VP75,m)

口元管長

(VP40，m)

集水管長

シルト粘土

35.0

35.0

35.0

6.0 35.011.0

合計：4本 8.024.0140.0 44.0

-25.0

-15.0

-5.0

+5.0

展開角30゜

礫質土

140.0

2.035.0

2.035.0

2.035.0

+5.0

+5.0

+5.0

集水保孔管は硬質塩化ビニル管(JIS K 6741)VP40ｽﾄﾚｰﾅｰ(穴径5mm－間隔100mm/4方千鳥)。集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの打設位置は設計標高通りに打設する

（設計標高：449.3m）。施工基準線は，A測線を南方向に3.0mオフセットした線とし，打設位置はA-6から下流側に1.5m離した施工基準線上の

位置とする。BH-1は施工基準線から北に5.0°展開し、BH-2は施工基準線から南に5.0°展開する。BH-3～4はBH-2から南に10°展開する。

横孔ボーリング排水工施工諸元

大和合地区

No.2 横孔ボーリング排水工構造図

図示

軟岩
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72.0

No.2横孔ボーリング排水工構造図

４－1

排水管：P型Ｕ字溝PU200　L=10.0m

名　称 規　　　格 数 量

床掘

埋戻し

法止側溝

基礎砕石

孔口保護工数量表

植生土のう 1箇所当り数量

孔口保護工詳細図

ストレーナ加工図 S=1/25

S=1/50

横孔ボーリング排水工数量表

縦断図 S=1/400

展開図 S=1/400

平面図 S=1/600
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硬質塩化ビニル管　VP40　JIS　K　6741　
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0
.
3
0
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0.10 0.81 0.10

1.01

0
.
4
0

BH-No

土質区分(m)

+3.0

打設角度

(仰角°)

展開角度

4

3

2

1

452.00

(FH)

打設位置

30.0

削孔長(m)

(mm)

削孔径

90

2.0

(VP75,m)

口元管長

(VP40，m)

集水管長

シルト粘土

10.0 30.09.0

合計：5本 10.050.0150.0 45.0

-15.0

-5.0

+5.0

+15.0

展開角40゜

礫質土

150.0

2.0

2.0

2.0

集水保孔管は硬質塩化ビニル管(JIS K 6741)VP40ｽﾄﾚｰﾅｰ(穴径5mm－間隔100mm/4方千鳥)。集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの打設位置は設計標高通りに打設する

（設計標高：452.0m）。施工基準線は，A測線を北方向に23.0mオフセットした線とし，打設位置はA-6から上流側に4.76m離した施工基準線

上の位置とする。BH-2は北に5.0°展開し、BH-3は南に5.0°展開する。

横孔ボーリング排水工施工諸元

大和合地区

No.3 横孔ボーリング排水工構造図

図示
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排水管：P型Ｕ字溝PU200　L=10.0m

名　称 規　　　格 数 量

床掘

埋戻し

法止側溝

基礎砕石

孔口保護工数量表

植生土のう 1箇所当り数量

孔口保護工詳細図

ストレーナ加工図 S=1/25

S=1/50

横孔ボーリング排水工数量表

縦断図 S=1/400

展開図 S=1/400

平面図 S=1/600
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No.4横孔ボーリング排水工(投影)

10.00

4.45

3.90

2.45

10.00

5.85

5.50

4.60

EL=458.40m

L=30.0m×6本=180.0m

間隔 10.0°、仰角 5.0°

A
-
1
0
'

DL=445.00

17.0m

13.0m

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

A-7

A-8

A-9

A-10

BV-1

BV-2

A-10'

地すべりブロック

４列千鳥φ5mm

90

90

90

90

硬質塩化ビニル管　VP40　JIS　K　6741　

磁北
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0
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BH-No

土質区分(m)

+5.0

打設角度

(仰角°)

展開角度

4

3

2

1

458.40

(FH)

打設位置

30.0

削孔長(m)

(mm)

削孔径

90

2.0

(VP75,m)

口元管長

(VP40，m)

集水管長

シルト粘土

17.0 30.013.0

合計：6本 12.0102.0180.0 78.0

-5.0

+5.0

+15.0

+25.0

展開角50゜

礫質土

180.0

2.0

2.0

2.0

集水保孔管は硬質塩化ビニル管(JIS K 6741)VP40ｽﾄﾚｰﾅｰ(穴径5mm－間隔100mm/4方千鳥)。集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの打設位置は設計標高通りに打

設する（設計標高：458.40m）。施工基準線は，A測線を北方向に7.0mオフセットした線とし，打設位置はA-9から上流側に2.19m離した

施工基準線上の位置とする。BH-3は北に5.0°展開し、BH-4は南に5.0°展開する。

横孔ボーリング排水工施工諸元

大和合地区

No.4 横孔ボーリング排水工構造図

図示
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No.4横孔ボーリング排水工構造図

6 -25.0 2.0

+5.0

+5.0

+5.0

+5.0

+5.0

30.0 17.0 30.013.0 0.0

30.0 17.0 30.013.0 0.0

30.0 17.0 30.013.0 0.0

30.0 17.0 30.013.0 0.0

30.0 17.0 30.013.0 0.0

４－３

排水管：P型Ｕ字溝PU200　L=6.0m

名　称 規　　　格 数 量

床掘

埋戻し

法止側溝

基礎砕石

孔口保護工数量表

植生土のう 1箇所当り数量

孔口保護工詳細図

ストレーナ加工図 S=1/25

S=1/50

横孔ボーリング排水工数量表

縦断図 S=1/400

展開図 S=1/400

平面図 S=1/600
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硬質塩化ビニル管　VP40　JIS　K　6741　

磁北
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1.01

0
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0

BH-No

土質区分(m)

+5.0

打設角度

(仰角°)

展開角度

4

3

2

1

460.00

(FH)

打設位置

25.0

削孔長(m)

(mm)

削孔径

90

2.0

(VP75,m)

口元管長

(VP40，m)

集水管長

シルト粘土

7.0 25.018.0

合計：5本 10.035.0125.0 90.0

-21.0

-9.0

+3.0

+15.0

展開角48゜

礫質土

125.0

2.0

2.0

2.0

集水保孔管は硬質塩化ビニル管(JIS K 6741)VP40ｽﾄﾚｰﾅｰ(穴径5mm－間隔100mm/4方千鳥)。集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの打設位置は設計標高通りに打

設する（設計標高：460.0m）。施工基準線は，A測線を北方向に23.0mオフセットした線とし，打設位置はA-9から上流側に14.66m離し

た施工基準線上の位置とする。BH-2は北に3.0°展開し、BH-3は南に9.0°展開する。

横孔ボーリング排水工施工諸元

大和合地区

No.5 横孔ボーリング排水工構造図

図示
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No.5横孔ボーリング排水工構造図
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排水管：P型Ｕ字溝PU200　L=6.0m

名　称 規　　　格 数 量

床掘

埋戻し

法止側溝

基礎砕石

孔口保護工数量表

植生土のう 1箇所当り数量

孔口保護工詳細図

ストレーナ加工図 S=1/25

S=1/50

横孔ボーリング排水工数量表

縦断図 S=1/400

展開図 S=1/400

平面図 S=1/600
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硬質塩化ビニル管　VP40　JIS　K　6741　
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0
.
4
0

BH-No

土質区分(m)

+5.0

打設角度

(仰角°)

展開角度

3

2

1

463.70

(FH)

打設位置

60.0

削孔長(m)

(mm)

削孔径

90

2.0

(VP75,m)

口元管長

(VP40，m)

集水管長

シルト粘土

60.0 60.00.0

合計：3本 6.0180.0180.0 0.0

+0.0

+10.0

+20.0

展開角20゜

礫質土

180.0

2.0

2.0

集水保孔管は硬質塩化ビニル管(JIS K 6741)VP40ｽﾄﾚｰﾅｰ(穴径5mm－間隔100mm/4方千鳥)。集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの打設位置は設計標高通りに打

設する（設計標高：463.7m）。施工基準線は，A測線を北方向に4.60mオフセットした線とし，打設位置はA-10から下流側に12.50m離

した施工基準線上の位置とする。BH-3は施工基準線上に位置し北、BH-2～1は北に10.0°展開する。

大和合地区

No.6 横孔ボーリング排水工構造図

図示
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No.6横孔ボーリング排水工構造図
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排水管：P型Ｕ字溝PU200　L=1.0m

名　称 規　　　格 数 量

床掘

埋戻し

法止側溝

基礎砕石

孔口保護工数量表

植生土のう 1箇所当り数量

孔口保護工詳細図

ストレーナ加工図 S=1/25

S=1/50

横孔ボーリング排水工数量表

縦断図 S=1/400

展開図 S=1/400

平面図 S=1/600
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